令和２年大山町初区長会　概要版　　
【総務課】0859-54-5201
1．文書配布
　区長文書は、毎月第2週と最終週の木曜日の2回区長宅へ配布予定。
2．区長名簿
　原則非公開（国や県からの依頼については、公開する場合があり）。
3．集落の総会資料印刷

総務課・各支所総合窓口室へ（要：原稿、コピー用紙）。　白黒無料、カラー片面20円。
4．集落コミュニティ活動補助金

10月頃に請求書送付予定。基本額30,000円＋世帯割1,200円/戸(10月1日現在の文書配布戸数)。
5．各集落からの要望事項
　　「要望書(任意様式)」を提出。
6．消防施設整備費補助金
集落で行う消防施設等の整備に要する費用（修繕費については、3万円を超える場合）を補助。
機器整備等の経費の1/2（自主防災組織設置の集落は3/4）。
7．自主防災組織の設置・育成

(1)自主防災組織育成事業

災害時における公共機関の初動体制を補完するため、自主防災組織による地域ぐるみの取組強化。
自主防災組織を整備した場合は、20,000円（均等割）＋（300円×世帯数）を補助。
(2) 災害時要援護者台帳等の支援策

災害時における要援護者の避難誘導を地域ぐるみで行う取組みを推進。
台帳等を整備した場合は、3,000円（台帳）＋（100円×個別計画件数）を追加交付。
8． 町と自主防災組織の連携

(1)災害時の状況確認と安否確認のため、「災害時緊急連絡先」を1月30日(木)までに提出。
(2)大雨等による浸水被害を防止できるよう、自主防災組織または集落に土のうを配布。
9.  コミュニティ助成事業（地域防災組織育成助成事業）

自主防災活動に必要な施設・設備整備への宝くじ助成（30～200万円の範囲）。　

10. 放送施設整備費補助金
集落放送施設等の整備に要する費用を補助。（機器整備等の経費－2万円）の1/2。
11. 統計調査
　  (1)2020年農林業センサス
　　 農林水産省が、2月1日を基準日として実施。
　　(2)令和2年国勢調査
　　 総務省が、10月1日を基準日として日本に住むすべての人と世帯を対象とした、重要な統計調査。
　  
【企画課】0859-54-5202
1．交通安全運動の推進
　年に4回、交通安全運動期間を設けて交通安全の取り組みを実施。
交通安全用品（夜行反射タスキ・高齢者標示マーク・交通安全旗）を、企画課・各支所総合窓口室で販売。また、ブレーキ踏み間違い防止装置、ドライブレコーダー購入助成を開始。（詳細は広報1月号掲載）
2. スマイル大山号
各集落に乗降場所を設置。この乗降場所は、各集落の実情にあわせ、変更や追加等のご相談に応じていますので、変更等が必要な場合は集落でご検討のうえ区長さんを通して、企画課へ。
また、運転免許を自主返納された方にはスマイル大山号の回数乗車券4冊を年1回交付。
3．宝くじのコミュニティ助成事業
　宝くじのコミュニティ助成事業のご利用希望を9月頃に区長さんに文書で連絡させていただく予定。
4．自治会集会所整備事業補助金
自治会集会所の整備（新築・増築など）に係る費用の一部を補助。
5．地域自主組織の活動
　町内10地区で地域自主組織が設立。
6．移住定住助成事業
　空き家登録制度（空き家バンク）により、空き家を貸したい（売りたい）人と借りたい（買いたい）人とのマッチング事業。
7．ふるさと納税
　昨年度も全国の皆さまから18,000件弱の寄附を頂いておりますが、その返礼品には、海産物や果物等の町内産品の他、リフト券や飲食店の割引券も提供。
【税務課】0859-54-5208
1. 確定申告（住民税申告）の日程 （ 広報1月号参照 ）
2月10日（月）～3月16日（月）　会場は名和農業者トレーニングセンターの1か所。

2. 土地・家屋の異動届出

固定資産税：1月1日現在所有者に課税（家屋の新築・増築、取壊しの際は、お知らせください。）
3. 固定資産税の公益減免

自治会が管理する土地や家屋で、広く地域のために専用するものは公益性を考慮し固定資産税を減免。
【水道課】0859-54-5204
1. 集会所（公民館）の水道料金・下水道料金

　　集落の構成世帯数による年間定額料金で、納付書は2月発送予定（口座振替利用可）
　　　　構成世帯数　　　　　　　水道料金　　　下水道料金　（年額）

	30戸未満
	2,829円
	3,143円

	30戸以上50戸未満
	4,714円
	5,238円

	50戸以上70戸未満
	6,600円
	7,333円

	70戸以上
	9,429円
	10,476円


　

【住民課】0859-54-5210
1．可燃ごみの直接搬入

受入時間午前10時～午後4時　※要事前連絡　（名和クリーンセンター　0859-54-5352）
2．犬・猫の飼い方、やむを得ず飼養できなくなったなどの犬・猫の引取り
犬の放し飼いは禁止　散歩中の糞の後始末は飼い主の責任で！　やむを得ず飼養できなくなったなどの犬・猫については西部総合事務所生活安全課（0859-31-9320）へ。
3．日本赤十字社の活動資金並びに会員の募集
5月の赤十字運動月間中に募集。
4. 消費生活出前講座
　　毎月第4火曜日は消費生活相談員が住民課で実施。

5. 死亡届の手続き
　  集落の役目で使者として手続きに来られるときは、記入済みの死亡届書（死亡診断書）とご家族の印　　　
　鑑をお預かりのうえ、火葬と告別式の日時・場所、喪主の氏名・連絡先、葬儀の種類（仏式・神式）、新　　　　
　聞へのお悔やみ掲載の要否等を事前にご家族に確認してから来庁してください。
【建設課】0859-53-3186
1．小規模改修に係る原材料支給事業
対象事業：幅員２ｍ以上の道路又は集落内の施設で、町道や土地改良区管理以外の施設であること。
支給原材料：生コンクリート、砕石、コンクリート二次製品、アスファルト等
支給限度額：予算の範囲内で、年間50万円を超えない額（建設機械借上げ費の補助あり）

2. 大山町防犯灯設置費等助成金制度
防犯灯の設置及び修繕を助成。
3. 集落への草刈委託
町が草刈路線として管理を行っている路線等の草刈作業及び後片付けの委託。
4．鳥取県版河川・道路ボランティア事業の紹介
　　鳥取県では県管理の土木施設の維持管理をしていただけるボランティア団体を募集。活動に興味のある団体の方は、西部総合事務所米子県土整備局維持管理課(0859-31-9712)又は役場建設課へ。
【農林水産課】0858-58-6116
1. 農地中間管理事業の活用、人・農地プランの作成
　　集落の農業が抱える高齢化や担い手不足、耕作放棄地の発生などの問題を解決していくために集落で
　　話合って作成する計画。農地所有者と担い手の間に鳥取県農業農村担い手育成機構が入り、担い手へまとまりのある農地を貸付け、農作業の効率化・農業の生産性の向上を図る。
2．小規模改修に係る原材料支給事業
　　農道や農業用排水路等の補修・改修を実施される場合に、原材料の支給と建設機械の借上料を支援。
3．「一株植樹」運動の実施
　　今年も身近な環境緑化の推進として「一株植樹」運動が実施。
4．樹木粉砕機の貸出し
竹林の整備や森林資源の活用を進めるため、集落等へは無料で樹木粉砕機の貸出しを実施。　
【健康対策課】0859-54-5206
1．令和元年度健診（検診）の実施

　　本年度の未受診者を対象に、2月4日、13日に保健福祉センターなわで健康診査、胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん、乳がん・子宮がん検診、肝炎ウイルス検査を実施。
【福祉介護課】0859-54-5207 
1.輝くシルバー交付金
「敬老事業」と「支え愛活動」を統合した「輝くシルバー交付金」を創設し、経費の支援。
2．地域リハビリテーション活動支援事業
町内で活動している団体を対象として地域の健康づくり・介護予防を目的として、リハビリテーショ
ン専門職の派遣事業を実施。
3．大山町人権・同和問題小地域懇談会
　  昨年の実施状況や懇談会でのアンケート結果をもとに内容を検討して実施。

4．民生児童委員さんの担当地区（広報1月号参照）
生活の問題や、高齢者・障がい者・児童福祉などの相談に応じ、助言・情報提供、行政などへの連絡を行っていただいております。
【農業委員会事務局】0858-58-6115
1. 農業委員会委員の改選
本町の農業委員及び農地利用最適化推進委員は令和2年7月19日に改選。（任期３年）
農業委員や推進委員の公募を４月から開始する予定。
【観光課】0859-53-3110
1．大山町名和マラソンフェスタ2020
日時：5月17日（日）午前9時20分～　場所：名和総合運動公園
【教育委員会　社会教育課 生涯学習室】0859-54-5212
1. スポーツ大会日程　(詳細は広報4月号)
	期　日
	大　会　名

	1月～3月
	元旦マラソン（1/1）、卓球大会（2/9）

	4月～6月
	ゴルフ大会、グラウンド・ゴルフ大会

	7月～9月
	バレーボール大会、　　

	10月～12月
	ゴルフ大会、軟式野球大会、バドミントン大会、駅伝競走大会、ソフトバレーボール大会


2．東京2020オリンピック聖火リレー
　　実施日： 5月22日（金）　ルート：道の駅大山恵みの里→大山町役場本庁前
3．第13回大山町総合文化祭

　　日時：10月24日（土）、25日（日）、 場所：大山農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ・大山農村環境改善ｾﾝﾀｰ
　
【社会福祉協議会】（中山支所）0858-49-3000　（名和支所）0859-54-2200　（大山支所）0859-39-5018

1．災害時におけるわが町支え愛活動支援事業

　　自治会が主体となって、支え愛マップの作成を通じ、要援護者に対する災害時の避難支援等の仕組みづくりや平常時の見守り体制づくり等を行い、身近な地域での安心安全に暮らすための取組みを推進。
2．ふれあい・いきいきサロン

一人暮らし高齢者等の閉じこもり、認知症予防、寝たきり予防等のため、集落の公民館等で健康体操、レクリエーション、茶話会等を行い、いきいきと過ごしていただく活動を推進。

3．共同募金配分金活用助成事業

・助成対象：地域福祉の充実のため、集落、グループ等が自ら企画した事業（2月～3月に募集予定）

・補助限度額：100,000円
4．社会福祉協議会会費、赤い羽根共同募金等の取りまとめ
　・社協会費（6月）
　・赤い羽根共同募金並びに歳末たすけあい募金（10月～12月）
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